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　梅
雨
の
後
、
酷

暑
が
続
い
て
い
ま

す
。　報

道
で
は
熱
中

症
で
搬
送
さ
れ
る

事
例
が
つ
づ
い
て

い
ま
す
。

　節
電
の
呼
び
か

け
も
あ
り
ま
す

が
、
健
康
が
一
番

大
切
で
す
。

　エ
ア
コ
ン
を
適
度
に
使
っ

て
、
熱
中
症
を
防
い
で
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
坂
口
委
員
長
記
）

▲令和４年度の広報発行常任委員会委員

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た 
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ー
ジ

６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た 
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③
ペ
ー
ジ 

委
員
会
の
う
ご
き 
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⑧
ペ
ー
ジ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
・
本
会
議
で
の
討
論 

…
…
…
…
⑪
ペ
ー
ジ

議
会
の
新
し
い
構
成
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

…
…
…
…
…
…
⑫
ペ
ー
ジ  

議　　長　伴　　吉晴
副　議　長　嶋田　善行
監査委員　中川　靖広

総務常任委員会

広報発行常任委員会

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃
〃

木澤　正男
溝部真紀子
齋藤　文夫
大森恒太朗
嶋田　善行
坂口　　徹
奥村　容子

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の
提出等議会の対外的問題に関
すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員
会に属さない事項の審査、調査
をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

齋藤　文夫
溝部真紀子
大森恒太朗
坂口　　徹
木澤　正男
奥村　容子

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、財政計画、財
産管理、町民税、固定資産税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

議会運営委員会

厚生常任委員会 建設水道常任委員会

議会の新しい構成をお知らせします
５月１０日に議会役員等の選任を行いました。新しい議会の構成は下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・議席順）

本会議・委員会の開催日程は
７ページをご覧ください。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

井上　卓也
奥村　容子
中川　靖広
嶋田　善行
横田　敏文
濱　眞理子

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

横田　敏文
井上　卓也
溝部真紀子
齋藤　文夫
中川　靖広
木澤　正男

道路、河川、橋梁、町営住宅、農
業、建築開発に伴う各種規制、
公園・緑地、駅前整備、都市計画
道路、地域公共交通、観光、商工
業、文化振興財団、上下水道に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

坂口　　徹
濱　眞理子
大森恒太朗
嶋田　善行
井上　卓也
横田　敏文

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。



設
置
事
業
」で
は
、緊
急
時
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
、
警
備
会
社
や
消
防
に

連
絡
を
送
り
、
安
否
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
見
守
り
の
必

要
性
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、

高
齢
者
世
帯
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
な
か
で
、
地
域
で
高
齢
者

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。住
み
慣

れ
た
斑
鳩
町
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
体
制
の
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
質

問
し
ま
し
た
、
学
校
施
設
の
ト

イ
レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
洋
式
化
計
画
、

指
定
避
難
所
対
策
と
し
て
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

教
育
次
長
　
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
洋
式
化

率
を
約
80
％
と
す
る
整
備
計
画

を
前
倒
し
し
て
、
令
和
４
年
度

で
完
了
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
工
事
の
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、指
定

避
難
所
対
策
と
し
て
、
災
害
等

で
町
立
小
中
学
校
や
幼
稚
園
を

避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
、

避
難
さ
れ
た
住
民
の
方
々
に
は

体
育
館
や
近
接
校
舎
１
階
の
ト

イ
レ
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
２
０
２
０
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
一
人
暮
ら
し
が
世
帯

全
体
の
38
％
を
占
め
、
単
身
高

齢
者
は
２
０
１
５
年
の
調
査
よ

り
13
・
３
％
増
の
６
７
１
万
６

８
０
６
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
世
帯
の
単
身
化

が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
家
族
の
在
り
方
も
多
様
化
し
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
介
護
の

在
り
方
や
、ま
ち
づ
く
り
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
毎
日
の

生
活
を
送
る
た
め
、ま
た
、離
れ

て
暮
ら
す
家
族
の
安
心
感
を
保

つ
た
め
に
も
、
急
変
時
の
救
援

を
目
的
と
し
た
セ
ン
サ
ー
等
に

よ
り
、
高
齢
者
の
異
変
を
検
知

し
て
救
急
通
報
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
が
増
し
て
い
る
と
思
い

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

お
い
て
、
各
学
校
体
育
館
と
一

部
校
舎
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
式
化
に
加
え
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
指
定
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
前
回
に
要
望
し
ま
し
た

ト
イ
レ
の
床
を
現
在
の
水
を
流

し
て
清
掃
す
る
湿
式
清
掃
の
床

か
ら
、
拭
き
掃
除
が
で
き
る
乾

式
の
床
に
か
え
る
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長
　
床
の
乾
式
化
に
つ

い
て
は
、
床
を
乾
い
た
ま
ま
清

掃
で
き
る
こ
と
で
、
床
の
雑
菌

の
繁
殖
を
抑
え
、
衛
生
面
の
向

上
が
は
か
ら
れ
る
等
々
言
わ
れ

て
お
り
、
指
定
避
難
所
対
策
と

し
て
、今
年
度
、一
部
の
ト
イ
レ

奥
村
容
子
議
員
・
３
ペ
ー
ジ

◎
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
見
守
り
支
援
に
つ

い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
４
ペ
ー
ジ

◎
学
校
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

○
町
税
の
適
正
課
税
に
つ
い
て

木
澤
正
男
議
員
・
４
ペ
ー
ジ

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
に
つ
い
て

◎
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て
○
町
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

○
夜
間
や
休
日
な
ど
閉
庁
時
の

対
応
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
５
ペ
ー
ジ

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ

い
て

○
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て

◎
大
災
害
発
生
時
の
受
援
体
制

に
つ
い
て

○
下
水
道
事
業
の
財
政
健
全
化

に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
６
ペ
ー
ジ

○
保
、
幼
、
小
、
中
学
校
の
プ
ー

ル
授
業
に
つ
い
て

◎
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

濱
眞
理
子
議
員
・
7
ペ
ー
ジ

◎
町
民
に
も
観
光
客
に
も
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現

の
第
一
歩
「
性
教
育
」
に
つ

い
て

い
て
十
分
、
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。今
年
度
で
は
、「
性
と
生

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

12
月
に
人
権
講
演
会
、
人
権
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。ま

た
、
各
種
団
体
に
対
し
て
冊
子

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
研
修
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
併
せ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
も
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
国
会
等
の
動
き
を
見
て

も
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

斑
鳩
町
と
し
て
早
期
に
導
入
い

た
だ
き
、
実
践
を
も
っ
て
法
整

備
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
斑
鳩
町
の
み
で
の
対

応
は
難
し
く
、
国
や
県
・
多
く

の
自
治
体
、
消
防
、
警
察
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
人
的
・
物
的

資
源
等
の
支
援
・
提
供
を
受
け

な
け
れ
ば
、
住
民
の
命
を
守
り

財
産
を
保
護
し
、
迅
速
に
復
旧

復
興
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
悪
の
状
態
を
想
定
し
て
準
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
斑
鳩
町
の
援
助
を
受
け
る
受

援
体
制
と
し
て
、
協
定
の
件
数

と
内
容
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
４
月
末

現
在
で
、
人
的
・
物
的
援
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
29
団
体
と

災
害
時
の
応
援
等
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。友
好
都

市
等
と
は
、
食
料
・
飲
料
水
等

生
活
必
需
品
の
供
給
・
あ
っ
せ

ん
、被
災
者
の
救
援
、救
助
活
動

や
応
急
復
旧
等
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
、職
員
の
派
遣
、被

災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な
ど
を

行
う
「
災
害
時
等
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
民
間
事
業
所
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
に
関
す
る

協
定
や
、
医
療
援
護
活
動
に
関

す
る
協
定
、
災
害
廃
棄
物
等
の

処
理
に
関
す
る
基
本
協
定
等
を

締
結
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
対
策
基
本
法
に
も

と
づ
く
防
災
基
本
計
画
に
は
、

「
市
町
村
は
大
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
応
援
要
請
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
支
援

な
ど
を
受
け
る
必
要
な
準
備
を

整
え
て
お
く
も
の
と
す
る
」
と

高
齢
者
の

　
　見
守
り
体
制
の
充
実
を

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、
新たな施策の提案を行ったりするものです。
　本定例会での一般質問は、６月６日・７日の両日、６人の議員が行いました。
質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

ま
す
。

　
高
齢
者
の
異
変
を
検
知
す
る

セ
ン
サ
ー
は
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
・
人
感
セ
ン
サ
ー
・
ド
ア
開

閉
セ
ン
サ
ー
・
家
電
連
動
型
セ

ン
サ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
の
た
め
、
ご
家
族
や
対
象

者
が
希
望
し
、
申
請
す
る
こ
と

で
、
セ
ン
サ
ー
設
置
の
初
期
費

用
の
上
限
を
決
め
る
な
ど
し
て

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
現
在
、
斑
鳩

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
事
業

と
し
て
乳
酸
菌
飲
料
や
お
弁
当

を
手
渡
し
す
る
「
愛
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」を
行
い
、「
緊
急
通
報
装
置

奥村　容子  議員

一 般 質 問

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
乾
式

化
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

湿
式
の
利
点
、
す
な
わ
ち
乾
式

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
等
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
床
を
乾
式
化
す
る
こ
と

が
、菌
の
繁
殖
を
抑
え
、衛
生
面

に
つ
い
て
も
、
ま
た
ト
イ
レ
空

間
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
格

段
に
よ
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学

校
生
活
の
中
で
、
健
康
的
に
過

ご
せ
る
か
ど
う
か
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。モ
デ
ル

ケ
ー
ス
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
地
方
自
治
体
が
戸
籍
上
、

同
性
で
あ
る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に

対
し
て
、
２
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
同
等
で
あ
る

と
証
明
す
る
制
度
や
、
ま
た

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
関
係
だ
け
で

な
く
子
ど
も
も
含
め
た
関
係
を

行
政
に
登
録
で
き
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
全
国
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
前
回
質
問
し
た
際
に
は
、
町

さ
れ
て
い
る
。内
閣
府
は
、受
援

計
画
作
成
の
手
引
き
を
作
成
し

て
い
る
。

　
斑
鳩
町
地
域
防
災
計
画
と
両

輪
と
な
る
斑
鳩
町
受
援
計
画
を

策
定
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
斑
鳩
町
の
受

援
計
画
に
も
と
づ
く
訓
練
も
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
度
に
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
予
定

し
て
お
り
、こ
れ
に
併
せ
て
、国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
受
援
計
画

策
定
の
手
引
き
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
受
援
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
受
援
計
画
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
計
画
目
的
を

正
し
く
理
解
し
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

対
す
る
研
修
や
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

は
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
や

研
修
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の
理

解
を
深
め
広
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
公
で
あ
る
町
が
理
解
を
示

し
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長
　
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

た
法
律
で
は
な
い
た
め
、
婚
姻

制
度
と
は
異
な
り
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
続
な
ど

の
法
律
上
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
そ
の
効
力
は
原
則
、

当
該
自
治
体
の
み
の
地
域
限
定

と
な
っ
て
お
り
十
分
と
は
言
え

な
い
た
め
、
本
来
は
国
が
法
整

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
性
の
多
様
性

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ

　令和４年第２回臨時会では、議員の役員選出のほか、下記の事項に
ついて審議しました。
　また、令和４年第３回定例会では、それぞれの議案を委員会に付
託し、詳しく審査しています。
　議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　建水：建設水道常任委員会　　    ８ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　 　   ９ページ
　　総務：総務常任委員会　　　 　 10ページ

9月定例会では
こん

なこと
が決まりました

５月臨時会の案件 結　果

発議

条例

予算

契約

承認

報告 報告

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

令和４年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

令和３年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

令和３年度斑鳩町水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町下水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書について

第２回 臨時会
令和４年５月10日
第３回 定例会

令和４年６月１日～６月１７日

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で承認

６月定例会の案件 結　果付託先

総務

総務

厚生

建水

満場一致で可決

満場一致で可決

専決処分とは・・・
　議会が議決すべ
き事件について、
議会を招集する暇
がない等、法律で
定められた事由に
該当する場合や、
議会の議決によっ
て委任された場合
に、町長が議会に
代わって当該事件
を処分すること。

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例及び斑鳩町会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条
例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正
する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町介護保険条例の一部を改正す
る条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算
（第１９号）について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第
１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第
３号）について）

令和３年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例について

斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支
援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

斑鳩町デジタル防災行政無線システム整備工事請負契約の締結について

満場一致で承認

報告報告

発議

承認

予算

条例

１１ページに
賛否の討論

１１ページに
意見書
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設
置
事
業
」で
は
、緊
急
時
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
、
警
備
会
社
や
消
防
に

連
絡
を
送
り
、
安
否
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
見
守
り
の
必

要
性
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、

高
齢
者
世
帯
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
な
か
で
、
地
域
で
高
齢
者

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。住
み
慣

れ
た
斑
鳩
町
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
体
制
の
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
質

問
し
ま
し
た
、
学
校
施
設
の
ト

イ
レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
洋
式
化
計
画
、

指
定
避
難
所
対
策
と
し
て
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

教
育
次
長
　
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
洋
式
化

率
を
約
80
％
と
す
る
整
備
計
画

を
前
倒
し
し
て
、
令
和
４
年
度

で
完
了
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
工
事
の
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、指
定

避
難
所
対
策
と
し
て
、
災
害
等

で
町
立
小
中
学
校
や
幼
稚
園
を

避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
、

避
難
さ
れ
た
住
民
の
方
々
に
は

体
育
館
や
近
接
校
舎
１
階
の
ト

イ
レ
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
２
０
２
０
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
一
人
暮
ら
し
が
世
帯

全
体
の
38
％
を
占
め
、
単
身
高

齢
者
は
２
０
１
５
年
の
調
査
よ

り
13
・
３
％
増
の
６
７
１
万
６

８
０
６
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
世
帯
の
単
身
化

が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
家
族
の
在
り
方
も
多
様
化
し
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
介
護
の

在
り
方
や
、ま
ち
づ
く
り
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
毎
日
の

生
活
を
送
る
た
め
、ま
た
、離
れ

て
暮
ら
す
家
族
の
安
心
感
を
保

つ
た
め
に
も
、
急
変
時
の
救
援

を
目
的
と
し
た
セ
ン
サ
ー
等
に

よ
り
、
高
齢
者
の
異
変
を
検
知

し
て
救
急
通
報
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
が
増
し
て
い
る
と
思
い

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

お
い
て
、
各
学
校
体
育
館
と
一

部
校
舎
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
式
化
に
加
え
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
指
定
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
前
回
に
要
望
し
ま
し
た

ト
イ
レ
の
床
を
現
在
の
水
を
流

し
て
清
掃
す
る
湿
式
清
掃
の
床

か
ら
、
拭
き
掃
除
が
で
き
る
乾

式
の
床
に
か
え
る
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長
　
床
の
乾
式
化
に
つ

い
て
は
、
床
を
乾
い
た
ま
ま
清

掃
で
き
る
こ
と
で
、
床
の
雑
菌

の
繁
殖
を
抑
え
、
衛
生
面
の
向

上
が
は
か
ら
れ
る
等
々
言
わ
れ

て
お
り
、
指
定
避
難
所
対
策
と

し
て
、今
年
度
、一
部
の
ト
イ
レ

奥
村
容
子
議
員
・
３
ペ
ー
ジ

◎
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
見
守
り
支
援
に
つ

い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
４
ペ
ー
ジ

◎
学
校
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

○
町
税
の
適
正
課
税
に
つ
い
て

木
澤
正
男
議
員
・
４
ペ
ー
ジ

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
に
つ
い
て

◎
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て
○
町
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

○
夜
間
や
休
日
な
ど
閉
庁
時
の

対
応
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
５
ペ
ー
ジ

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ

い
て

○
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て

◎
大
災
害
発
生
時
の
受
援
体
制

に
つ
い
て

○
下
水
道
事
業
の
財
政
健
全
化

に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
６
ペ
ー
ジ

○
保
、
幼
、
小
、
中
学
校
の
プ
ー

ル
授
業
に
つ
い
て

◎
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

濱
眞
理
子
議
員
・
7
ペ
ー
ジ

◎
町
民
に
も
観
光
客
に
も
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現

の
第
一
歩
「
性
教
育
」
に
つ

い
て

い
て
十
分
、
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。今
年
度
で
は
、「
性
と
生

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

12
月
に
人
権
講
演
会
、
人
権
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。ま

た
、
各
種
団
体
に
対
し
て
冊
子

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
研
修
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
併
せ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
も
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
国
会
等
の
動
き
を
見
て

も
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

斑
鳩
町
と
し
て
早
期
に
導
入
い

た
だ
き
、
実
践
を
も
っ
て
法
整

備
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
斑
鳩
町
の
み
で
の
対

応
は
難
し
く
、
国
や
県
・
多
く

の
自
治
体
、
消
防
、
警
察
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
人
的
・
物
的

資
源
等
の
支
援
・
提
供
を
受
け

な
け
れ
ば
、
住
民
の
命
を
守
り

財
産
を
保
護
し
、
迅
速
に
復
旧

復
興
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
悪
の
状
態
を
想
定
し
て
準
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
斑
鳩
町
の
援
助
を
受
け
る
受

援
体
制
と
し
て
、
協
定
の
件
数

と
内
容
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
４
月
末

現
在
で
、
人
的
・
物
的
援
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
29
団
体
と

災
害
時
の
応
援
等
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。友
好
都

市
等
と
は
、
食
料
・
飲
料
水
等

生
活
必
需
品
の
供
給
・
あ
っ
せ

ん
、被
災
者
の
救
援
、救
助
活
動

や
応
急
復
旧
等
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
、職
員
の
派
遣
、被

災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な
ど
を

行
う
「
災
害
時
等
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
民
間
事
業
所
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
に
関
す
る

協
定
や
、
医
療
援
護
活
動
に
関

す
る
協
定
、
災
害
廃
棄
物
等
の

処
理
に
関
す
る
基
本
協
定
等
を

締
結
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
対
策
基
本
法
に
も

と
づ
く
防
災
基
本
計
画
に
は
、

「
市
町
村
は
大
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
応
援
要
請
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
支
援

な
ど
を
受
け
る
必
要
な
準
備
を

整
え
て
お
く
も
の
と
す
る
」
と

高
齢
者
の

　
　見
守
り
体
制
の
充
実
を

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、
新たな施策の提案を行ったりするものです。
　本定例会での一般質問は、６月６日・７日の両日、６人の議員が行いました。
質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

ま
す
。

　
高
齢
者
の
異
変
を
検
知
す
る

セ
ン
サ
ー
は
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
・
人
感
セ
ン
サ
ー
・
ド
ア
開

閉
セ
ン
サ
ー
・
家
電
連
動
型
セ

ン
サ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
の
た
め
、
ご
家
族
や
対
象

者
が
希
望
し
、
申
請
す
る
こ
と

で
、
セ
ン
サ
ー
設
置
の
初
期
費

用
の
上
限
を
決
め
る
な
ど
し
て

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
現
在
、
斑
鳩

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
事
業

と
し
て
乳
酸
菌
飲
料
や
お
弁
当

を
手
渡
し
す
る
「
愛
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」を
行
い
、「
緊
急
通
報
装
置

奥村　容子  議員

一 般 質 問

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
乾
式

化
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

湿
式
の
利
点
、
す
な
わ
ち
乾
式

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
等
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
床
を
乾
式
化
す
る
こ
と

が
、菌
の
繁
殖
を
抑
え
、衛
生
面

に
つ
い
て
も
、
ま
た
ト
イ
レ
空

間
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
格

段
に
よ
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学

校
生
活
の
中
で
、
健
康
的
に
過

ご
せ
る
か
ど
う
か
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。モ
デ
ル

ケ
ー
ス
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
地
方
自
治
体
が
戸
籍
上
、

同
性
で
あ
る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に

対
し
て
、
２
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
同
等
で
あ
る

と
証
明
す
る
制
度
や
、
ま
た

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
関
係
だ
け
で

な
く
子
ど
も
も
含
め
た
関
係
を

行
政
に
登
録
で
き
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
全
国
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
前
回
質
問
し
た
際
に
は
、
町

さ
れ
て
い
る
。内
閣
府
は
、受
援

計
画
作
成
の
手
引
き
を
作
成
し

て
い
る
。

　
斑
鳩
町
地
域
防
災
計
画
と
両

輪
と
な
る
斑
鳩
町
受
援
計
画
を

策
定
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
斑
鳩
町
の
受

援
計
画
に
も
と
づ
く
訓
練
も
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
度
に
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
予
定

し
て
お
り
、こ
れ
に
併
せ
て
、国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
受
援
計
画

策
定
の
手
引
き
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
受
援
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
受
援
計
画
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
計
画
目
的
を

正
し
く
理
解
し
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

対
す
る
研
修
や
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

は
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
や

研
修
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の
理

解
を
深
め
広
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
公
で
あ
る
町
が
理
解
を
示

し
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長
　
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

た
法
律
で
は
な
い
た
め
、
婚
姻

制
度
と
は
異
な
り
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
続
な
ど

の
法
律
上
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
そ
の
効
力
は
原
則
、

当
該
自
治
体
の
み
の
地
域
限
定

と
な
っ
て
お
り
十
分
と
は
言
え

な
い
た
め
、
本
来
は
国
が
法
整

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
性
の
多
様
性

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ

　令和４年第２回臨時会では、議員の役員選出のほか、下記の事項に
ついて審議しました。
　また、令和４年第３回定例会では、それぞれの議案を委員会に付
託し、詳しく審査しています。
　議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　建水：建設水道常任委員会　　    ８ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　 　   ９ページ
　　総務：総務常任委員会　　　 　 10ページ

9月定例会では

こん
なこと

が決まりました

５月臨時会の案件 結　果

発議

条例

予算

契約

承認

報告 報告

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

令和４年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

令和３年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

令和３年度斑鳩町水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町下水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和３年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書について

第２回 臨時会
令和４年５月10日
第３回 定例会

令和４年６月１日～６月１７日

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で承認

６月定例会の案件 結　果付託先

総務

総務

厚生

建水

満場一致で可決

満場一致で可決

専決処分とは・・・
　議会が議決すべ
き事件について、
議会を招集する暇
がない等、法律で
定められた事由に
該当する場合や、
議会の議決によっ
て委任された場合
に、町長が議会に
代わって当該事件
を処分すること。

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例及び斑鳩町会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条
例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正
する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町介護保険条例の一部を改正す
る条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算
（第１９号）について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第
１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第
３号）について）

令和３年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例について

斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支
援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

斑鳩町デジタル防災行政無線システム整備工事請負契約の締結について

満場一致で承認

報告報告

発議

承認

予算

条例

１１ページに
賛否の討論

１１ページに
意見書

❷❸



設
置
事
業
」で
は
、緊
急
時
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
、
警
備
会
社
や
消
防
に

連
絡
を
送
り
、
安
否
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
見
守
り
の
必

要
性
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、

高
齢
者
世
帯
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
な
か
で
、
地
域
で
高
齢
者

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。住
み
慣

れ
た
斑
鳩
町
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
体
制
の
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
質

問
し
ま
し
た
、
学
校
施
設
の
ト

イ
レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
洋
式
化
計
画
、

指
定
避
難
所
対
策
と
し
て
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

教
育
次
長
　
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
洋
式
化

率
を
約
80
％
と
す
る
整
備
計
画

を
前
倒
し
し
て
、
令
和
４
年
度

で
完
了
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
工
事
の
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、指
定

避
難
所
対
策
と
し
て
、
災
害
等

で
町
立
小
中
学
校
や
幼
稚
園
を

避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
、

避
難
さ
れ
た
住
民
の
方
々
に
は

体
育
館
や
近
接
校
舎
１
階
の
ト

イ
レ
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
２
０
２
０
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
一
人
暮
ら
し
が
世
帯

全
体
の
38
％
を
占
め
、
単
身
高

齢
者
は
２
０
１
５
年
の
調
査
よ

り
13
・
３
％
増
の
６
７
１
万
６

８
０
６
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
世
帯
の
単
身
化

が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
家
族
の
在
り
方
も
多
様
化
し
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
介
護
の

在
り
方
や
、ま
ち
づ
く
り
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
毎
日
の

生
活
を
送
る
た
め
、ま
た
、離
れ

て
暮
ら
す
家
族
の
安
心
感
を
保

つ
た
め
に
も
、
急
変
時
の
救
援

を
目
的
と
し
た
セ
ン
サ
ー
等
に

よ
り
、
高
齢
者
の
異
変
を
検
知

し
て
救
急
通
報
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
が
増
し
て
い
る
と
思
い

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

お
い
て
、
各
学
校
体
育
館
と
一

部
校
舎
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
式
化
に
加
え
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
指
定
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
前
回
に
要
望
し
ま
し
た

ト
イ
レ
の
床
を
現
在
の
水
を
流

し
て
清
掃
す
る
湿
式
清
掃
の
床

か
ら
、
拭
き
掃
除
が
で
き
る
乾

式
の
床
に
か
え
る
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長
　
床
の
乾
式
化
に
つ

い
て
は
、
床
を
乾
い
た
ま
ま
清

掃
で
き
る
こ
と
で
、
床
の
雑
菌

の
繁
殖
を
抑
え
、
衛
生
面
の
向

上
が
は
か
ら
れ
る
等
々
言
わ
れ

て
お
り
、
指
定
避
難
所
対
策
と

し
て
、今
年
度
、一
部
の
ト
イ
レ

学
校
施
設
の

　
　ト
イ
レ
環
境
の
整
備
を

溝部　真紀子  議員

大
災
害
発
生
時
の

　
　
　受
援
体
制
に
つ
い
て

齋藤　文夫  議員

い
て
十
分
、
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。今
年
度
で
は
、「
性
と
生

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

12
月
に
人
権
講
演
会
、
人
権
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。ま

た
、
各
種
団
体
に
対
し
て
冊
子

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
研
修
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
併
せ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
も
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
国
会
等
の
動
き
を
見
て

も
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

斑
鳩
町
と
し
て
早
期
に
導
入
い

た
だ
き
、
実
践
を
も
っ
て
法
整

備
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
斑
鳩
町
の
み
で
の
対

応
は
難
し
く
、
国
や
県
・
多
く

の
自
治
体
、
消
防
、
警
察
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
人
的
・
物
的

資
源
等
の
支
援
・
提
供
を
受
け

な
け
れ
ば
、
住
民
の
命
を
守
り

財
産
を
保
護
し
、
迅
速
に
復
旧

復
興
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
悪
の
状
態
を
想
定
し
て
準
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
斑
鳩
町
の
援
助
を
受
け
る
受

援
体
制
と
し
て
、
協
定
の
件
数

と
内
容
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
４
月
末

現
在
で
、
人
的
・
物
的
援
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
29
団
体
と

災
害
時
の
応
援
等
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。友
好
都

市
等
と
は
、
食
料
・
飲
料
水
等

生
活
必
需
品
の
供
給
・
あ
っ
せ

ん
、被
災
者
の
救
援
、救
助
活
動

や
応
急
復
旧
等
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
、職
員
の
派
遣
、被

災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な
ど
を

行
う
「
災
害
時
等
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
民
間
事
業
所
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
に
関
す
る

協
定
や
、
医
療
援
護
活
動
に
関

す
る
協
定
、
災
害
廃
棄
物
等
の

処
理
に
関
す
る
基
本
協
定
等
を

締
結
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
対
策
基
本
法
に
も

と
づ
く
防
災
基
本
計
画
に
は
、

「
市
町
村
は
大
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
応
援
要
請
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
支
援

な
ど
を
受
け
る
必
要
な
準
備
を

整
え
て
お
く
も
の
と
す
る
」
と

ま
す
。

　
高
齢
者
の
異
変
を
検
知
す
る

セ
ン
サ
ー
は
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
・
人
感
セ
ン
サ
ー
・
ド
ア
開

閉
セ
ン
サ
ー
・
家
電
連
動
型
セ

ン
サ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
の
た
め
、
ご
家
族
や
対
象

者
が
希
望
し
、
申
請
す
る
こ
と

で
、
セ
ン
サ
ー
設
置
の
初
期
費

用
の
上
限
を
決
め
る
な
ど
し
て

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
現
在
、
斑
鳩

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
事
業

と
し
て
乳
酸
菌
飲
料
や
お
弁
当

を
手
渡
し
す
る
「
愛
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」を
行
い
、「
緊
急
通
報
装
置

一 般 質 問町政ここが聞きたい

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
乾
式

化
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

湿
式
の
利
点
、
す
な
わ
ち
乾
式

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
等
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
床
を
乾
式
化
す
る
こ
と

が
、菌
の
繁
殖
を
抑
え
、衛
生
面

に
つ
い
て
も
、
ま
た
ト
イ
レ
空

間
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
格

段
に
よ
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学

校
生
活
の
中
で
、
健
康
的
に
過

ご
せ
る
か
ど
う
か
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。モ
デ
ル

ケ
ー
ス
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

パートナーシップ・ファミリー
　　　　　シップ制度の導入を

木澤　正男  議員

議
員
　
地
方
自
治
体
が
戸
籍
上
、

同
性
で
あ
る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に

対
し
て
、
２
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
同
等
で
あ
る

と
証
明
す
る
制
度
や
、
ま
た

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
関
係
だ
け
で

な
く
子
ど
も
も
含
め
た
関
係
を

行
政
に
登
録
で
き
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
全
国
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
前
回
質
問
し
た
際
に
は
、
町

さ
れ
て
い
る
。内
閣
府
は
、受
援

計
画
作
成
の
手
引
き
を
作
成
し

て
い
る
。

　
斑
鳩
町
地
域
防
災
計
画
と
両

輪
と
な
る
斑
鳩
町
受
援
計
画
を

策
定
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
斑
鳩
町
の
受

援
計
画
に
も
と
づ
く
訓
練
も
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
度
に
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
予
定

し
て
お
り
、こ
れ
に
併
せ
て
、国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
受
援
計
画

策
定
の
手
引
き
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
受
援
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
受
援
計
画
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
計
画
目
的
を

正
し
く
理
解
し
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

対
す
る
研
修
や
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

は
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
や

研
修
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の
理

解
を
深
め
広
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
公
で
あ
る
町
が
理
解
を
示

し
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長
　
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

た
法
律
で
は
な
い
た
め
、
婚
姻

制
度
と
は
異
な
り
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
続
な
ど

の
法
律
上
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
そ
の
効
力
は
原
則
、

当
該
自
治
体
の
み
の
地
域
限
定

と
な
っ
て
お
り
十
分
と
は
言
え

な
い
た
め
、
本
来
は
国
が
法
整

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
性
の
多
様
性

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ

❹❺



設
置
事
業
」で
は
、緊
急
時
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
、
警
備
会
社
や
消
防
に

連
絡
を
送
り
、
安
否
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
見
守
り
の
必

要
性
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、

高
齢
者
世
帯
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
な
か
で
、
地
域
で
高
齢
者

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。住
み
慣

れ
た
斑
鳩
町
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
体
制
の
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
質

問
し
ま
し
た
、
学
校
施
設
の
ト

イ
レ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
洋
式
化
計
画
、

指
定
避
難
所
対
策
と
し
て
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

教
育
次
長
　
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
洋
式
化

率
を
約
80
％
と
す
る
整
備
計
画

を
前
倒
し
し
て
、
令
和
４
年
度

で
完
了
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
工
事
の
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、指
定

避
難
所
対
策
と
し
て
、
災
害
等

で
町
立
小
中
学
校
や
幼
稚
園
を

避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
、

避
難
さ
れ
た
住
民
の
方
々
に
は

体
育
館
や
近
接
校
舎
１
階
の
ト

イ
レ
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
２
０
２
０
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
一
人
暮
ら
し
が
世
帯

全
体
の
38
％
を
占
め
、
単
身
高

齢
者
は
２
０
１
５
年
の
調
査
よ

り
13
・
３
％
増
の
６
７
１
万
６

８
０
６
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
世
帯
の
単
身
化

が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
家
族
の
在
り
方
も
多
様
化
し
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
介
護
の

在
り
方
や
、ま
ち
づ
く
り
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
毎
日
の

生
活
を
送
る
た
め
、ま
た
、離
れ

て
暮
ら
す
家
族
の
安
心
感
を
保

つ
た
め
に
も
、
急
変
時
の
救
援

を
目
的
と
し
た
セ
ン
サ
ー
等
に

よ
り
、
高
齢
者
の
異
変
を
検
知

し
て
救
急
通
報
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
が
増
し
て
い
る
と
思
い

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

お
い
て
、
各
学
校
体
育
館
と
一

部
校
舎
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
式
化
に
加
え
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
指
定
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
前
回
に
要
望
し
ま
し
た

ト
イ
レ
の
床
を
現
在
の
水
を
流

し
て
清
掃
す
る
湿
式
清
掃
の
床

か
ら
、
拭
き
掃
除
が
で
き
る
乾

式
の
床
に
か
え
る
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長
　
床
の
乾
式
化
に
つ

い
て
は
、
床
を
乾
い
た
ま
ま
清

掃
で
き
る
こ
と
で
、
床
の
雑
菌

の
繁
殖
を
抑
え
、
衛
生
面
の
向

上
が
は
か
ら
れ
る
等
々
言
わ
れ

て
お
り
、
指
定
避
難
所
対
策
と

し
て
、今
年
度
、一
部
の
ト
イ
レ

学
校
施
設
の

　
　ト
イ
レ
環
境
の
整
備
を

溝部　真紀子  議員

大
災
害
発
生
時
の

　
　
　受
援
体
制
に
つ
い
て

齋藤　文夫  議員

い
て
十
分
、
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。今
年
度
で
は
、「
性
と
生

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

12
月
に
人
権
講
演
会
、
人
権
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。ま

た
、
各
種
団
体
に
対
し
て
冊
子

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
研
修
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
併
せ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
も
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
国
会
等
の
動
き
を
見
て

も
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

斑
鳩
町
と
し
て
早
期
に
導
入
い

た
だ
き
、
実
践
を
も
っ
て
法
整

備
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
斑
鳩
町
の
み
で
の
対

応
は
難
し
く
、
国
や
県
・
多
く

の
自
治
体
、
消
防
、
警
察
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
人
的
・
物
的

資
源
等
の
支
援
・
提
供
を
受
け

な
け
れ
ば
、
住
民
の
命
を
守
り

財
産
を
保
護
し
、
迅
速
に
復
旧

復
興
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
悪
の
状
態
を
想
定
し
て
準
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
斑
鳩
町
の
援
助
を
受
け
る
受

援
体
制
と
し
て
、
協
定
の
件
数

と
内
容
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
４
月
末

現
在
で
、
人
的
・
物
的
援
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
29
団
体
と

災
害
時
の
応
援
等
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。友
好
都

市
等
と
は
、
食
料
・
飲
料
水
等

生
活
必
需
品
の
供
給
・
あ
っ
せ

ん
、被
災
者
の
救
援
、救
助
活
動

や
応
急
復
旧
等
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
、職
員
の
派
遣
、被

災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な
ど
を

行
う
「
災
害
時
等
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
民
間
事
業
所
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
に
関
す
る

協
定
や
、
医
療
援
護
活
動
に
関

す
る
協
定
、
災
害
廃
棄
物
等
の

処
理
に
関
す
る
基
本
協
定
等
を

締
結
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
対
策
基
本
法
に
も

と
づ
く
防
災
基
本
計
画
に
は
、

「
市
町
村
は
大
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
応
援
要
請
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
支
援

な
ど
を
受
け
る
必
要
な
準
備
を

整
え
て
お
く
も
の
と
す
る
」
と

ま
す
。

　
高
齢
者
の
異
変
を
検
知
す
る

セ
ン
サ
ー
は
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
・
人
感
セ
ン
サ
ー
・
ド
ア
開

閉
セ
ン
サ
ー
・
家
電
連
動
型
セ

ン
サ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
の
た
め
、
ご
家
族
や
対
象

者
が
希
望
し
、
申
請
す
る
こ
と

で
、
セ
ン
サ
ー
設
置
の
初
期
費

用
の
上
限
を
決
め
る
な
ど
し
て

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
現
在
、
斑
鳩

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
事
業

と
し
て
乳
酸
菌
飲
料
や
お
弁
当

を
手
渡
し
す
る
「
愛
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」を
行
い
、「
緊
急
通
報
装
置

一 般 質 問町政ここが聞きたい

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
乾
式

化
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

湿
式
の
利
点
、
す
な
わ
ち
乾
式

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
等
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
床
を
乾
式
化
す
る
こ
と

が
、菌
の
繁
殖
を
抑
え
、衛
生
面

に
つ
い
て
も
、
ま
た
ト
イ
レ
空

間
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
格

段
に
よ
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学

校
生
活
の
中
で
、
健
康
的
に
過

ご
せ
る
か
ど
う
か
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。モ
デ
ル

ケ
ー
ス
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

パートナーシップ・ファミリー
　　　　　シップ制度の導入を

木澤　正男  議員

議
員
　
地
方
自
治
体
が
戸
籍
上
、

同
性
で
あ
る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に

対
し
て
、
２
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
同
等
で
あ
る

と
証
明
す
る
制
度
や
、
ま
た

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
関
係
だ
け
で

な
く
子
ど
も
も
含
め
た
関
係
を

行
政
に
登
録
で
き
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
全
国
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
前
回
質
問
し
た
際
に
は
、
町

さ
れ
て
い
る
。内
閣
府
は
、受
援

計
画
作
成
の
手
引
き
を
作
成
し

て
い
る
。

　
斑
鳩
町
地
域
防
災
計
画
と
両

輪
と
な
る
斑
鳩
町
受
援
計
画
を

策
定
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

対
応
で
き
る
よ
う
斑
鳩
町
の
受

援
計
画
に
も
と
づ
く
訓
練
も
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
令
和
４
年
度
に
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
予
定

し
て
お
り
、こ
れ
に
併
せ
て
、国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
受
援
計
画

策
定
の
手
引
き
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
受
援
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
受
援
計
画
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
計
画
目
的
を

正
し
く
理
解
し
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

対
す
る
研
修
や
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

は
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
や

研
修
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の
理

解
を
深
め
広
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
公
で
あ
る
町
が
理
解
を
示

し
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長
　
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

た
法
律
で
は
な
い
た
め
、
婚
姻

制
度
と
は
異
な
り
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
続
な
ど

の
法
律
上
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
そ
の
効
力
は
原
則
、

当
該
自
治
体
の
み
の
地
域
限
定

と
な
っ
て
お
り
十
分
と
は
言
え

な
い
た
め
、
本
来
は
国
が
法
整

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
性
の
多
様
性

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ

❹❺



う
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　
施
設
老
朽
化
に
よ
り
、

運
営
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
中
、
町
民
プ
ー
ル
の
運
営

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
代
替
事
業
の
状
況
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
議
会
と

相
談
し
て
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
収
ま
っ
て
い
る
の
が
大
前
提

で
す
が
、
修
理
等
に
は
予
算
が

必
要
で
す
。な
る
べ
く
早
く
議

論
し
て
、
私
の
個
人
的
な
思
い

と
し
て
は
来
年
度
以
降
、
再
開

し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

す
の
で
、強
く
要
望
し
ま
す
。

町民プールについて

大森　恒太朗  議員

議
員
　
町
民
プ
ー
ル
は
令
和
２

年
度
３
年
度
運
営
し
て
い
ま
せ

ん
が
、現
状
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長
　
令
和
２
年
度
３
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
令
和
４
年
度
の
運
営
再
開
に

向
け
設
備
点
検
を
行
い
ま
し
た

が
、
２
年
間
運
営
し
て
な
い
こ

と
に
よ
り
、
主
要
な
設
備
の
劣

化
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
安

全
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
困
難
な
た
め
、
令
和
４
年
度

も
プ
ー
ル
の
運
営
を
行
わ
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
、水
と
親
し
む
こ
と
は
、

子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達

に
必
要
で
す
の
で
、
代
替
事
業

と
し
て
町
内
３
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
放

し
、
移
動
町
民
プ
ー
ル
と
し
て

開
設
し
ま
す
。現
在
、運
営
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
・
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
設

備
の
更
新
費
用
、運
営
経
費
、費

用
対
効
果
、
ま
た
移
動
町
民

プ
ー
ル
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
検
討
し
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
運
営
継
続
は
厳
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
小
学
生
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
プ
ー
ル
の
開
催
が
あ

り
ま
す
が
、
中
学
生
以
上
の
世

代
、ま
た
幼
児
に
関
し
て
は
、水

と
親
し
む
機
会
が
少
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。

　
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
費
等
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
で
も
あ
る

の
で
、
運
営
す
る
意
味
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
教
育
長
は
ど

つ
い
て
町
で
は
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
町
で
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
多
目
的
で
な
く
て
も
、

手
す
り
や
ド
ア
の
工
夫
で
対
応

で
き
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
た
め
の
補
助
制
度
を
要
望
し

ま
す
。対
応
で
き
る
ト
イ
レ
の

あ
る
店
舗
は
、
店
頭
に
絵
文
字

掲
示
も
検
討
く
だ
さ
い
。高
齢

の
方
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の

外
出
時
に
は
安
心
な
ト
イ
レ
環

境
は
何
よ
り
も
必
要
要
件
で
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長
　
限
ら
れ
た
予
算
の

中
、必
要
に
応
じ
て
、引
き
続
き

ト
イ
レ
設
備
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

議
員
　
全
世
界
で
猛
威
を
ふ

る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
国
や
地
域
で
差
が

あ
る
も
の
の
、検
査
薬
、ワ
ク
チ

ン
、治
療
薬
、感
染
予
防
対
策
等

が
功
を
な
し
、
日
本
も
規
制
等

の
緩
和
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。

　
斑
鳩
町
で
も
観
光
バ
ス
の
乗

り
入
れ
や
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
目
に
見
え
て
増
加
し
て
い

ま
す
。町
民
も
、笑
顔
が
こ
ぼ
れ

る
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。感
染
予
防
対

策
が
一
定
定
着
し
て
き
ま
し
た

が
、
公
共
施
設
や
町
内
の
公
衆

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て

の
現
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
外
出
時
な
ど
に
公

共
施
設
の
ト
イ
レ
を
誰
も
が
安

心
・
快
適
に
使
用
で
き
る
こ
と

は
重
要
で
す
。避
難
所
と
な
る

学
校
等
に
加
え
て
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
の
環
境
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

教
育
次
長
　
指
定
避
難
所
で
あ

る
町
立
小
中
学
校
等
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化（
目
標
計
画
80
％
）は

前
倒
し
施
工
で
、
本
年
度
完
了

予
定
で
す
。

議
員
　
日
常
的
な
ト
イ
レ
の
清

掃
、設
備
、管
理
、多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
の
現
況
は
い
か
が
で

す
か
。

総
務
部
長
　
日
常
的
な
清
掃
は

業
務
委
託
で
す
。主
な
施
設（
上

宮
遺
跡
公
園
以
外
）
の
個
室
ト

イ
レ
洋
式
化
は
完
了
し
、
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

議
員
　
個
人
経
営
等
の
飲
食
店

や
物
産
店
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
に

一 般 質 問町政ここが聞きたい

町民にも観光客にも
　　　　やさしいまちづくりを

濱　眞理子  議員

斑鳩町 検索

クリック
議
会
の
日
程

　
開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
‐
１
０
０
１
　
内
線
３
０
２

閉
会
中
の
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

１
日（
木
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

15
日（
木
）

16
日（
金
）

21
日（
水
）

27
日（
火
）

９
月

18
日（
木
）

19
日（
金
）

22
日（
月
）

24
日（
水
）

８
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
４
年
９
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　
一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
】

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町ホームページで議案・審議結果をアップしています。

❶
❷

❸

❹トップページ

クリック
議案・審議結果を

クリック

ご覧になりたい議案を

斑鳩町ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/で
「斑鳩町議会」をクリックしてください。

議会情報の「議案・審議結果」で、令和４年
第１回定例会以降の議案の概要と結果がご
覧いただけます。
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う
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　
施
設
老
朽
化
に
よ
り
、

運
営
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
中
、
町
民
プ
ー
ル
の
運
営

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
代
替
事
業
の
状
況
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
議
会
と

相
談
し
て
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
収
ま
っ
て
い
る
の
が
大
前
提

で
す
が
、
修
理
等
に
は
予
算
が

必
要
で
す
。な
る
べ
く
早
く
議

論
し
て
、
私
の
個
人
的
な
思
い

と
し
て
は
来
年
度
以
降
、
再
開

し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

す
の
で
、強
く
要
望
し
ま
す
。

町民プールについて

大森　恒太朗  議員

議
員
　
町
民
プ
ー
ル
は
令
和
２

年
度
３
年
度
運
営
し
て
い
ま
せ

ん
が
、現
状
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長
　
令
和
２
年
度
３
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
令
和
４
年
度
の
運
営
再
開
に

向
け
設
備
点
検
を
行
い
ま
し
た

が
、
２
年
間
運
営
し
て
な
い
こ

と
に
よ
り
、
主
要
な
設
備
の
劣

化
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
安

全
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
困
難
な
た
め
、
令
和
４
年
度

も
プ
ー
ル
の
運
営
を
行
わ
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
、水
と
親
し
む
こ
と
は
、

子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達

に
必
要
で
す
の
で
、
代
替
事
業

と
し
て
町
内
３
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
放

し
、
移
動
町
民
プ
ー
ル
と
し
て

開
設
し
ま
す
。現
在
、運
営
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
・
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
設

備
の
更
新
費
用
、運
営
経
費
、費

用
対
効
果
、
ま
た
移
動
町
民

プ
ー
ル
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
検
討
し
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
運
営
継
続
は
厳
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
小
学
生
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
プ
ー
ル
の
開
催
が
あ

り
ま
す
が
、
中
学
生
以
上
の
世

代
、ま
た
幼
児
に
関
し
て
は
、水

と
親
し
む
機
会
が
少
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。

　
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
費
等
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
で
も
あ
る

の
で
、
運
営
す
る
意
味
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
教
育
長
は
ど

つ
い
て
町
で
は
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
町
で
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
多
目
的
で
な
く
て
も
、

手
す
り
や
ド
ア
の
工
夫
で
対
応

で
き
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
た
め
の
補
助
制
度
を
要
望
し

ま
す
。対
応
で
き
る
ト
イ
レ
の

あ
る
店
舗
は
、
店
頭
に
絵
文
字

掲
示
も
検
討
く
だ
さ
い
。高
齢

の
方
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の

外
出
時
に
は
安
心
な
ト
イ
レ
環

境
は
何
よ
り
も
必
要
要
件
で
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長
　
限
ら
れ
た
予
算
の

中
、必
要
に
応
じ
て
、引
き
続
き

ト
イ
レ
設
備
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

議
員
　
全
世
界
で
猛
威
を
ふ

る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
国
や
地
域
で
差
が

あ
る
も
の
の
、検
査
薬
、ワ
ク
チ

ン
、治
療
薬
、感
染
予
防
対
策
等

が
功
を
な
し
、
日
本
も
規
制
等

の
緩
和
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。

　
斑
鳩
町
で
も
観
光
バ
ス
の
乗

り
入
れ
や
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
目
に
見
え
て
増
加
し
て
い

ま
す
。町
民
も
、笑
顔
が
こ
ぼ
れ

る
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。感
染
予
防
対

策
が
一
定
定
着
し
て
き
ま
し
た

が
、
公
共
施
設
や
町
内
の
公
衆

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て

の
現
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
外
出
時
な
ど
に
公

共
施
設
の
ト
イ
レ
を
誰
も
が
安

心
・
快
適
に
使
用
で
き
る
こ
と

は
重
要
で
す
。避
難
所
と
な
る

学
校
等
に
加
え
て
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
の
環
境
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

教
育
次
長
　
指
定
避
難
所
で
あ

る
町
立
小
中
学
校
等
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化（
目
標
計
画
80
％
）は

前
倒
し
施
工
で
、
本
年
度
完
了

予
定
で
す
。

議
員
　
日
常
的
な
ト
イ
レ
の
清

掃
、設
備
、管
理
、多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
の
現
況
は
い
か
が
で

す
か
。

総
務
部
長
　
日
常
的
な
清
掃
は

業
務
委
託
で
す
。主
な
施
設（
上

宮
遺
跡
公
園
以
外
）
の
個
室
ト

イ
レ
洋
式
化
は
完
了
し
、
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

議
員
　
個
人
経
営
等
の
飲
食
店

や
物
産
店
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
に

一 般 質 問町政ここが聞きたい

町民にも観光客にも
　　　　やさしいまちづくりを

濱　眞理子  議員

斑鳩町 検索

クリック
議
会
の
日
程

　
開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
‐
１
０
０
１
　
内
線
３
０
２

閉
会
中
の
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

１
日（
木
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

15
日（
木
）

16
日（
金
）

21
日（
水
）

27
日（
火
）

９
月

18
日（
木
）

19
日（
金
）

22
日（
月
）

24
日（
水
）

８
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
４
年
９
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　
一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
】

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町ホームページで議案・審議結果をアップしています。

❶
❷

❸

❹トップページ

クリック
議案・審議結果を

クリック

ご覧になりたい議案を

斑鳩町ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/で
「斑鳩町議会」をクリックしてください。

議会情報の「議案・審議結果」で、令和４年
第１回定例会以降の議案の概要と結果がご
覧いただけます。
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委員会のうごき

幼保連携型認定こども園
　認定こども園は、教育・保育
を一体的に行う施設で、幼稚園
と保育所の両方の良さを併せ
持った施設です。
　３歳以上は、保護者が働いて
いる、働いていないに関わらず
利用できます。

とは

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
斑
鳩
町
独
自
の
支

援
策
の
一
環
と
し
て
、
水
道
事

業
自
主
財
源
と
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
水
道
料
金
の
基
本
料

金
を
７
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で

免
除
を
行
う
こ
と
等
に
伴
う
補

正
予
算
で
す
。
ま
た
、
他
町
か

ら
給
水
を
受
け
て
い
る
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
も
補
助
を
行

う
と
の
こ
と
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
こ
の
議
案
に

つ
い
て
は
満
場
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

五
百
井
・
興
留
区
間
の
今
年
度

実
施
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

奈
良
国
道
事
務
所
に
よ
り
入
札

が
実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
着
手
は
11
月
以
降
で
、

事
前
に
工
事
説
明
会
を
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　（
仮
称
）
斑
鳩
町
生
活
応
援

券
の
発
行
な
ど
、
当
委
員
会
所

管
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

〇
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
農
業
委
員
会
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
期
が
、
令
和
５
年
７
月
19
日

で
満
了
と
な
る
た
め
、
次
期
委

員
を
任
命
す
る
た
め
の
手
続
き

を
す
す
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

〇
斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
、
乗
降
客
数

が
最
も
利
用
者
が
多
か
っ
た
の

は
、
王
寺
駅
と
の
こ
と
で
す
。

　
６
月
８
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
会
付
託
議
案
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

〇
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進

事
業
（
世
界
文
化
遺
産
）
の
採

択
結
果
に
つ
い
て

　
世
界
文
化
遺
産
都
市
が
行
う

情
報
発
信
、
普
及
啓
発
事
業
な

ど
へ
の
文
化
庁
の
補
助
を
受
け

て
お
り
、
令
和
４
年
度
が
最
終

年
度
と
の
こ
と
で
す
。
　
　

　
令
和
４
年
度
は
、
奈
良
・
斑

鳩
里
め
ぐ
り
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
作
成
な

ど
２
事
業
が
補
助
採
択
さ
れ
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
３
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
斑
鳩
の
里
観
光

案
内
所
（
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）

及
び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車

場
指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ

い
て

〇
令
和
３
年
度
水
道
料
金
不
納

欠
損
処
分
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
下
水
道
使
用
料

不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

〇
水
道
事
業
の
県
域
一
体
化
に

つ
い
て
　

　
６
月
６
日
の
第
３
回
奈
良
県

広
域
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協

議
会
の
協
議
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
検
討
部
会
等

に
よ
り
調
整
が
進
め
ら
れ
、
令

和
５
年
２
月
頃
に
基
本
計
画
が

決
定
さ
れ
、
基
本
協
定
の
締
結
、

令
和
５
年
度
に
法
定
協
議
会
へ

移
行
し
、
企
業
団
設
立
準
備
を

す
す
め
、
令
和
６
年
度
に
企
業

団
を
設
立
、
令
和
７
年
度
か
ら

企
業
団
に
よ
る
事
業
開
始
を
目

指
す
と
の
こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
つ
い

て　
令
和
３
年
度
の
駐
車
場
収
支

差
額
と
し
て
３
０
０
万
４
１
０
５

円
が
（
株
）
呉
竹
荘
か
ら
納
入

さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
横
田
委
員
長
記
）

　委
員
会
付
託
議
案

　継
続
審
査

　各
課
報
告
事
項 

　
◀
奈
良
・
斑
鳩

　
　
　
　
　
　
里
め
ぐ
り
Ｍ
Ａ
Ｐ

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
基
準
改
正
に
伴
い
、
法

定
代
理
受
領
の
場
合
の
手
続
き

が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
ご
み
処
理
広
域
化
に
関
す
る

合
同
勉
強
会
に
つ
い
て
実
務
者

会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

斑
鳩
町
が
求
め
る
現
実
的
な
判

断
材
料
と
な
る
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
廃
棄

物
・
資
源
物
の
排
出
量
が
報
告

さ
れ
、
ご
み
排
出
量
は
、
県
や

国
の
数
値
と
比
べ
て
低
く
、
資

源
化
率
は
、
県
や
国
よ
り
も
高

厚 生常任委員会
　６月９日、委員会を開催しましたので、その概
要を報告します。
　本会議から付託を受けました１議案について
は、満場一致で可決すべきものと決しました。

い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設

等
整
備
促
進
事
業
補
助
金
の
増

額
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
斑
鳩
町
独
自

の
支
援
策
な
ど
、
当
委
員
会
所

管
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
（
４
回
目
）
接
種
に

つ
い
て

　
７
月
か
ら
８
月
の
計
13
日

間
、
４
回
目
の
集
団
接
種
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
接
種
対
象
は
、
３
回
目
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
し
た
60
歳

以
上
の
人
と
、
18
歳
以
上
60
歳

未
満
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
る
人
で
す
。

　
ま
た
、
個
別
接
種
も
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
自
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
医

療
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　
生
駒
地
区
医
師
会
と
生
駒
郡

４
町
が
協
力
し
、
迅
速
か
つ
円

滑
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
往
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

６
月
１
日
か
ら
医
療
支
援
の
充

実
を
は
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

〇
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向

け
た
検
討
会
議
設
置
に
つ
い
て

　
福
祉
や
教
育
の
関
係
機
関
に

よ
る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見

と
必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
の
具
体
的
方
策
を
検
討
し

て
い
く
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
令
和
６
年
４
月
開
園
予
定
の

「
レ
イ
モ
ン
ド
斑
鳩
こ
ど
も
園
」

に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
公
私
連
携
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
３
月
22
日
に

社
会
福
祉
法
人
檸
檬
会
と
協
定

書
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
の
名
称
は
「
レ
イ
モ
ン
ド

斑
鳩
こ
ど
も
園
」
に
決
定
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
法
人

と
の
協
議
で
、
建
設
資
材
の
価

格
急
騰
の
た
め
、
法
人
か
ら
設

計
の
見
直
し
等
の
提
案
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
開
園

は
ず
ら
す
こ
と
な
く
検
討
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
奥
村
副
委
員
長
記
）

　委
員
会
付
託
議
案

　各
課
報
告
事
項

　継
続
審
査

委員会のうごき

❾ ❽



委員会のうごき

幼保連携型認定こども園
　認定こども園は、教育・保育
を一体的に行う施設で、幼稚園
と保育所の両方の良さを併せ
持った施設です。
　３歳以上は、保護者が働いて
いる、働いていないに関わらず
利用できます。

とは

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
斑
鳩
町
独
自
の
支

援
策
の
一
環
と
し
て
、
水
道
事

業
自
主
財
源
と
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
水
道
料
金
の
基
本
料

金
を
７
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で

免
除
を
行
う
こ
と
等
に
伴
う
補

正
予
算
で
す
。
ま
た
、
他
町
か

ら
給
水
を
受
け
て
い
る
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
も
補
助
を
行

う
と
の
こ
と
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
こ
の
議
案
に

つ
い
て
は
満
場
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

五
百
井
・
興
留
区
間
の
今
年
度

実
施
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

奈
良
国
道
事
務
所
に
よ
り
入
札

が
実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
着
手
は
11
月
以
降
で
、

事
前
に
工
事
説
明
会
を
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　（
仮
称
）
斑
鳩
町
生
活
応
援

券
の
発
行
な
ど
、
当
委
員
会
所

管
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

〇
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
農
業
委
員
会
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
期
が
、
令
和
５
年
７
月
19
日

で
満
了
と
な
る
た
め
、
次
期
委

員
を
任
命
す
る
た
め
の
手
続
き

を
す
す
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

〇
斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
、
乗
降
客
数

が
最
も
利
用
者
が
多
か
っ
た
の

は
、
王
寺
駅
と
の
こ
と
で
す
。

　
６
月
８
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
会
付
託
議
案
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

〇
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進

事
業
（
世
界
文
化
遺
産
）
の
採

択
結
果
に
つ
い
て

　
世
界
文
化
遺
産
都
市
が
行
う

情
報
発
信
、
普
及
啓
発
事
業
な

ど
へ
の
文
化
庁
の
補
助
を
受
け

て
お
り
、
令
和
４
年
度
が
最
終

年
度
と
の
こ
と
で
す
。
　
　

　
令
和
４
年
度
は
、
奈
良
・
斑

鳩
里
め
ぐ
り
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
作
成
な

ど
２
事
業
が
補
助
採
択
さ
れ
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
３
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
斑
鳩
の
里
観
光

案
内
所
（
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）

及
び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車

場
指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ

い
て

〇
令
和
３
年
度
水
道
料
金
不
納

欠
損
処
分
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
下
水
道
使
用
料

不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

〇
水
道
事
業
の
県
域
一
体
化
に

つ
い
て
　

　
６
月
６
日
の
第
３
回
奈
良
県

広
域
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協

議
会
の
協
議
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
検
討
部
会
等

に
よ
り
調
整
が
進
め
ら
れ
、
令

和
５
年
２
月
頃
に
基
本
計
画
が

決
定
さ
れ
、
基
本
協
定
の
締
結
、

令
和
５
年
度
に
法
定
協
議
会
へ

移
行
し
、
企
業
団
設
立
準
備
を

す
す
め
、
令
和
６
年
度
に
企
業

団
を
設
立
、
令
和
７
年
度
か
ら

企
業
団
に
よ
る
事
業
開
始
を
目

指
す
と
の
こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
つ
い

て　
令
和
３
年
度
の
駐
車
場
収
支

差
額
と
し
て
３
０
０
万
４
１
０
５

円
が
（
株
）
呉
竹
荘
か
ら
納
入

さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
横
田
委
員
長
記
）

　委
員
会
付
託
議
案

　継
続
審
査

　各
課
報
告
事
項 

　
◀
奈
良
・
斑
鳩

　
　
　
　
　
　
里
め
ぐ
り
Ｍ
Ａ
Ｐ

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
基
準
改
正
に
伴
い
、
法

定
代
理
受
領
の
場
合
の
手
続
き

が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
ご
み
処
理
広
域
化
に
関
す
る

合
同
勉
強
会
に
つ
い
て
実
務
者

会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

斑
鳩
町
が
求
め
る
現
実
的
な
判

断
材
料
と
な
る
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
廃
棄

物
・
資
源
物
の
排
出
量
が
報
告

さ
れ
、
ご
み
排
出
量
は
、
県
や

国
の
数
値
と
比
べ
て
低
く
、
資

源
化
率
は
、
県
や
国
よ
り
も
高

厚 生常任委員会
　６月９日、委員会を開催しましたので、その概
要を報告します。
　本会議から付託を受けました１議案について
は、満場一致で可決すべきものと決しました。

い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設

等
整
備
促
進
事
業
補
助
金
の
増

額
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
斑
鳩
町
独
自

の
支
援
策
な
ど
、
当
委
員
会
所

管
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
（
４
回
目
）
接
種
に

つ
い
て

　
７
月
か
ら
８
月
の
計
13
日

間
、
４
回
目
の
集
団
接
種
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
接
種
対
象
は
、
３
回
目
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
し
た
60
歳

以
上
の
人
と
、
18
歳
以
上
60
歳

未
満
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
る
人
で
す
。

　
ま
た
、
個
別
接
種
も
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
自
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
医

療
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　
生
駒
地
区
医
師
会
と
生
駒
郡

４
町
が
協
力
し
、
迅
速
か
つ
円

滑
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
往
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

６
月
１
日
か
ら
医
療
支
援
の
充

実
を
は
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

〇
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向

け
た
検
討
会
議
設
置
に
つ
い
て

　
福
祉
や
教
育
の
関
係
機
関
に

よ
る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見

と
必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
の
具
体
的
方
策
を
検
討
し

て
い
く
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
令
和
６
年
４
月
開
園
予
定
の

「
レ
イ
モ
ン
ド
斑
鳩
こ
ど
も
園
」

に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
公
私
連
携
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
３
月
22
日
に

社
会
福
祉
法
人
檸
檬
会
と
協
定

書
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
の
名
称
は
「
レ
イ
モ
ン
ド

斑
鳩
こ
ど
も
園
」
に
決
定
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
法
人

と
の
協
議
で
、
建
設
資
材
の
価

格
急
騰
の
た
め
、
法
人
か
ら
設

計
の
見
直
し
等
の
提
案
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
開
園

は
ず
ら
す
こ
と
な
く
検
討
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
奥
村
副
委
員
長
記
）

　委
員
会
付
託
議
案

　各
課
報
告
事
項

　継
続
審
査

委員会のうごき
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委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
議
会
議
員
及
び
斑
鳩

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
法
改
正
よ
り
、
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
係
る
上
限
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
で

す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
か
ら
、
住
民
の
生
活
を
守
る

た
め
、

①（
仮
称
）
斑
鳩
町
生
活
応
援

券
を
発
行
　

②
水
道
基
本
料
金
６
か
月
分
の

免
除
　

③
小
・
中
学
校
給
食
費
の
３
か

月
分
無
償
化
　

④
遠
足
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委
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） 

　今回の改定は町職員の期末手当を引き下げるもので
あり、標準的な職員だと年額約１１万円もの引き下げ
となります。
　この間、コロナ禍のもとで町職員は通常業務に加え
てコロナ対策に必要な業務を行い、住民の命と暮らし
を守るため奮闘してきました。今回の賃金引下げは職
員の士気の低下を招きかねないものであり、住民に
とっても大きな問題です。
　また、公務員の給与引き下げは日本経済に悪影響を
及ぼします。かつてリーマンショックの際に、民間に
あわせて公務員の給与を引き下げ、さらに民間は公務
員給与の引き下げにあわせて民間の給与を引き下げる
という悪循環に陥りました。その結果、日本経済は消
費が低迷し景気悪化が加速しました。同じことをくり
返さないためにも今回の改定は行うべきではないと考
えますので、本議案については反対します。

　現在、歯の矯正治療の保険適用範囲は、特定の手術が必要な場合や、特定の疾患に起因するものなどごく狭い
範囲に限定されており、原則として保険が適用となっていない。そのため、義務教育である小中学校の健康診断
の結果、「要治療」と診断された場合であっても全額自己負担で治療しなければならない。歯並びが悪いと、全身
の健康に大きな悪影響を与えることをはじめ、職業選択にも影響が出ることが懸念される。
　一般的に永久歯からの歯の矯正治療には、精密検査で５万円程度、矯正費用は３０万円～７０万円、毎回の診
察には５千円～１万円と、総額で６５万円～９５万円かかるとされている。このような中、保険適用がされない
ままでは、経済的理由により子どもの歯の治療ができないという家庭が生じることが指摘されている。日本学校
歯科医会によると「歯並びが悪いと全身に影響を及ぼすため、健診項目から『歯列・咬合』を外すことはできない」
としている。学校健診で要治療となり受診した際に保険が適用されない項目は『歯列・咬合』だけであると、指
摘されている。
　東京都歯科保険医協会の調査では、小中学校歯科健診で「要治療」とされた子どもの受診率は４７・４１％と
いう調査結果が出ている。学校健診の結果、「要治療」と診断され、治療の受診結果を学校に提出することが求め
られているにも関わらず、保険が適用されないということは制度として不整合があると考える。
　よって、美容整形に該当しない子どもの歯の矯正治療に保険適用をすることを求める。
   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　本議案につきましては、人事院の給与勧告を受け、国
家公務員の給与に関し、一般職の職員の給与に関する
法律が改正されたことに伴い、この改正内容に準じ、本
町の一般職の職員の期末手当の支給月数を引き下げる
改正を行うものであります。
　斑鳩町におきましては、これまでからも、国家公務員
の給与改定の内容に準拠した改定を実施されており、
今回の改正内容につきましても、これまでの方針に
沿ったものであること、また、本町の職員労働組合との
協議もなされ、合意に達しているとのことであります。
　以上のことから、私は、本議案に賛成するものであり
ます。

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例及び斑鳩町会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について（賛成多数で可決）

本 会 議 で の

関係機関に
意見書を送付
関係機関に
意見書を送付

討 論

【 反 対 意 見 】　木澤議員 【 賛 成 意 見 】　嶋田議員 

議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を表
明し、その理由を述べる「討論」を行います。５月臨時会で１件の討論
が行われました。

６月定例会では「子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書」
が議員提案され、満場一致で可決され、関係機関に送付しました。

子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書
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　よって、美容整形に該当しない子どもの歯の矯正治療に保険適用をすることを求める。
   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　本議案につきましては、人事院の給与勧告を受け、国
家公務員の給与に関し、一般職の職員の給与に関する
法律が改正されたことに伴い、この改正内容に準じ、本
町の一般職の職員の期末手当の支給月数を引き下げる
改正を行うものであります。
　斑鳩町におきましては、これまでからも、国家公務員
の給与改定の内容に準拠した改定を実施されており、
今回の改正内容につきましても、これまでの方針に
沿ったものであること、また、本町の職員労働組合との
協議もなされ、合意に達しているとのことであります。
　以上のことから、私は、本議案に賛成するものであり
ます。

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例及び斑鳩町会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について（賛成多数で可決）

本 会 議 で の

関係機関に
意見書を送付
関係機関に
意見書を送付

討 論

【 反 対 意 見 】　木澤議員 【 賛 成 意 見 】　嶋田議員 

議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を表
明し、その理由を述べる「討論」を行います。５月臨時会で１件の討論
が行われました。

６月定例会では「子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書」
が議員提案され、満場一致で可決され、関係機関に送付しました。

子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書
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議　　長　伴　　吉晴
副　議　長　嶋田　善行
監査委員　中川　靖広

総務常任委員会

広報発行常任委員会

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃
〃

木澤　正男
溝部真紀子
齋藤　文夫
大森恒太朗
嶋田　善行
坂口　　徹
奥村　容子

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の
提出等議会の対外的問題に関
すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員
会に属さない事項の審査、調査
をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

齋藤　文夫
溝部真紀子
大森恒太朗
坂口　　徹
木澤　正男
奥村　容子

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、財政計画、財
産管理、町民税、固定資産税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

議会運営委員会

厚生常任委員会 建設水道常任委員会

議会の新しい構成をお知らせします
５月１０日に議会役員等の選任を行いました。新しい議会の構成は下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・議席順）

本会議・委員会の開催日程は
７ページをご覧ください。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

井上　卓也
奥村　容子
中川　靖広
嶋田　善行
横田　敏文
濱　眞理子

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

横田　敏文
井上　卓也
溝部真紀子
齋藤　文夫
中川　靖広
木澤　正男

道路、河川、橋梁、町営住宅、農
業、建築開発に伴う各種規制、
公園・緑地、駅前整備、都市計画
道路、地域公共交通、観光、商工
業、文化振興財団、上下水道に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

委　員　長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

坂口　　徹
濱　眞理子
大森恒太朗
嶋田　善行
井上　卓也
横田　敏文

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。


